
１．規　　　則 (1) ２０１２年全日本バスケットボール競技規則に準ずる。
(2) 試合球は、６号革ボール（女子）、７号革ボール（男子）とし、各チームの持ち寄りとする。１２面体は使用しない。

(3) ベンチに入れるのは、監督１名、コーチ１名、マネージャー１名、選手１５名の１８名とする。
監督は引率の教諭、マネージャーは常勤の学校職員か生徒とする。

(4) ベンチは、組み合わせ表の左側のチームが、オフィシャル席に向かって右側、そのチームの
ユニフォームは白色とする。また逆側のチームは濃色とする。

(5) ユニフォームについては、チーム同一のものを着用し、背と胸に明瞭な番号を付ける。濃色と
白色の２色を用意する。番号は、４番から１８番までの連番とする。

(6) オフィシャルについては後日割り当てを行う。

２．試合方法 １回戦をトーナメント方式とし、勝ち上がった４チームで決勝リーグを行う。

３．試合時間 (1) ４ピリオド制とし、各ピリオドは８分間とする。
(2) ８分－２分－８分－１０分－８分－２分－８分　で行う。

（第１） （第２） （第３） （第４）

(3) 延長戦は２分間の休憩後、３分間行う。第２延長までとし、第３延長は、先に点を入れた
チームの勝ちとする。

４．順位決定 リーグ戦の順位決定については、次のようにする。
　①勝率　②対戦の勝者が上位　③同率チーム間の総得失点差　④抽選

５．表　　彰 優勝チームには優勝旗と賞状、２位、３位のチームには賞状を授与する。

６．その他 (1) 男女とも４位までのチームは必ず閉会式に出席し、会場の後かたづけを手伝う。
(2) ビッグアリーナの開場は８：００とし、チームのゴミは必ず持ち帰ること。
(3) 試合前の練習コート割り　＊　１日目　　８：５０～９：２０　第１試合該当チーム

　　　　　　　　　　　　＊　２日目　　８：００～８：４５　　男子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８：４５～９：３０　　女子

(4) サブコートの使用は次に試合があるチームとし、前半はＡコートで試合があるチーム、後半は
Ｂコートで試合があるチームとする。

(5) メンバー表の枠はメールで送信されたものに打ち込んで、用紙で持参すること。
データとしても必要なので（県大会で使用するため）、データでも返信すること。

(6) 用具（チアホーン、メガホン、ペットボトルなど）を使っての応援は行わない。

６．組合わせ 【１日目】
［男子の部］ ［女子の部］
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＊　両日とも、試合時間が遅れた場合は、１０分間隔をとって、次の試合を始めることとする。


